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この新聞は、神奈川県の公立中学校2・3年生に進学情報をお届けしています。2025年度は全７回、６月号･７･８月合併号･９月号･10月号･11月号･本号･3月号の発行予定です。
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2025年 神奈川版 12月号

弓道は「いつでも始められて、生涯続けられるスポーツ」と言われます。藤沢市弓道協会理
事を務める女性コーチのご指導のもと、大会入賞や審査合格を目標に日々精進しています。
部員は中高あわせて40名ほど。9人並んで練習できる広々とした弓道場も、聖園の自慢です。
� （写真・文：学校提供）
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先輩に聞いた受験生へのアドバイス ２面
　冬休みの勉強法は？ケアレスミス対策は？
　先輩方から一問一答形式でアドバイス

受験生の疑問に答えるQ＆A ３面
　受験当日持っていって良かったモノ
　残り時間、何を優先するのは良いですか？

先輩たちに聞きました
受験当日持っていって良かったモノ

神奈川県　私立学校学費支援制度 ４面
入試直前　必須！確認事項

凛とした姿で的に向かいます

　入試本番まで残された時間はわずかとなりました。受験生の皆さんはいま、体力面でも
精神面でも、最もきつい「正念場」を迎えていることでしょう。
　現時点でリードしている人は、それをどうキープするか。逆に後れを取っている人は、
どのように追い上げるか。さらには逆転するか。そのための勉強法をアドバイスします。

今月のテーマ

リード保てるか、追い上げ逆転できるか
すべてはこれからの勉強次第

「逆転合格への道」

な
の
か
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

「
最
も
点
数
を
落
と
し
て
い

る
要
因
」、
す
な
わ
ち
自
分

の
穴
と
な
っ
て
い
る
部
分
を

見
つ
け
出
す
こ
と
が
、
最
重

要
課
題
で
す
。
例
え
ば
、「
数

学
は
図
形
分
野
が
全
て
で
き

て
い
な
い
」「
英
語
は
長
文

問
題
の
点
数
が
極
端
に
低

い
」
な
ど
、
分
野
を
特
定
し

ま
し
ょ
う
。
こ
の
「
穴
」
を

埋
め
る
こ
と
が
、
最
優
先
事

項
と
な
る
の
で
す
。

　
こ
の
時
期
の
学
習
の
中
心

は
、
間
違
い
な
く
過
去
問
演

習
で
す
。
過
去
問
演
習
の
重

要
性
は
本
紙
で
も
繰
り
返
し

述
べ
て
き
ま
し
た
。

　
過
去
問
は
、
志
望
校
か
ら

の
「
君
た
ち
に
、
こ
ん
な
力

を
求
め
て
い
る
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
合
格
に

向
け
た
最
強
の
教
材
で
す
。

　
過
去
問
演
習
の
目
的
は
、

単
に
問
題
を
解
く
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
本
番
で
の
実

戦
力
と
時
間
配
分
の
感
覚
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
こ
の
時
期
か
ら

の
過
去
問
演
習
で
は
、
本
番

と
同
じ
時
間
・
同
じ
順
序

で
、
時
間
を
測
り
な
が
ら
解

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
過
去
問
演
習
を
通
じ
て
、

本
番
の
環
境
に
慣
れ
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
し

て
、
過
去
問
を
解
い
た
ら
、

次
の
手
順
で
必
ず
復
習
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

【
１
　
採
点
と
点
数
記
録
】

　
合
格
最
低
点
や
平
均
点
と

比
較
し
、
目
標
点
と
の
差
を

明
確
に
し
ま
す
。

【
２
　
失
点
分
析
】

　
間
違
え
た
問
題
の
横
に
、

な
ぜ
間
違
え
た
の
か
（
知
識

不
足
、
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
、
時

間
不
足
な
ど
）
を
メ
モ
し
ま

す
。

【
３
　
弱
点
克
服
】

　
間
違
え
た
問
題
を
正
解
で

き
る
ま
で
解
き
直
し
ま
す
。

特
に
知
識
不
足
で
間
違
え
た

問
題
は
、
す
ぐ
に
教
科
書
に

戻
り
、
知
識
を
イ
ン
プ
ッ
ト

し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

【
４
　
解
き
直
し
】

　
間
違
え
た
問
題
は
、
時
間

を
空
け
て
再
度
、
何
も
見
ず

に
解
け
る
か
確
認
し
ま
す
。

　
現
状
分
析
で
見
つ
け
た
弱

点
分
野
を
克
服
す
る
際
は
、

教
科
書
を
た
だ
読
み
返
す
だ

け
の
イ
ン
プ
ッ
ト
中
心
の
学

習
は
効
率
が
悪
く
な
り
ま

す
。

　
今
後
の
勉
強
で
は
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
（
問
題
を
解
く
こ

と
）
と
イ
ン
プ
ッ
ト
（
知
識

確
認
）
を
循
環
さ
せ
る
こ
と

が
鉄
則
で
す
。
問
題
集
と
教

科
書
を
行
っ
た
り
来
た
り
す

る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
残
り

時
間
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
あ
ま
り
の
ん
び

り
で
は
い
け
ま
せ
ん
。「
高

速
循
環
」
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　
皆
さ
ん
は
い
ま
、
ゴ
ー
ル

前
の
最
後
の
直
線
を
走
っ
て

い
る
状
態
で
す
。
焦
ら
ず
、

自
分
を
信
じ
て
、
こ
れ
ま
で

の
努
力
と
作
戦
に
基
づ
い
た

質
の
高
い
学
習
を
継
続
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
「
粘

り
強
さ
」
が
、
最
高
の
結
果

を
引
き
寄
せ
ま
す
。

　
入
試
を
目
前
に
控
え
、
皆

さ
ん
は
「
最
後
の
山
場
」
に

差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
目
標
達
成
ま
で
あ
と

一
歩
と
い
う
最
も
苦
し
い
時

期
で
す
が
、
同
時
に
最
も
伸

び
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

夏
以
降
、
あ
る
い
は
も
っ
と

早
く
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た

学
力
が
点
数
に
結
び
つ
く
か

ど
う
か
は
、
こ
の
数
週
間
で

決
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

も
し
い
ま
、
成
績
が
伸
び
悩

ん
で
い
た
と
し
て
も
、
決
し

て
諦
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　「
い
ま
か
ら
頑
張
っ
て
間

に
合
う
か
？
」
と
い
う
問
い

に
対
す
る
答
え
は
、「
間
に

合
い
ま
す
。
た
だ
し
、
適
切

な
努
力
を
続
け
れ
ば
」で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
の
学

習
は
、
そ
れ
以
前
の
学
習
と

質
が
異
な
る
か
ら
で
す
。
基

礎
知
識
の
定
着
か
ら
応
用
力

へ
と
、
学
習
の
ギ
ア
が
一
段

上
が
る
か
ら
で
す
。
同
じ
時

間
勉
強
し
て
も
、
成
果
の
出

方
が
格
段
に
大
き
く
な
る
の

が
、こ
の
時
期
の
学
習
で
す
。

不
安
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
「
最
後
の
山
場
」

を
乗
り
越
え
た
先
に
あ
る
合

格
を
信
じ
、
学
習
量
と
集
中

力
の
両
方
で
ギ
ア
を
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
志
望
校
を
下
げ
る

と
い
う
選
択
肢
は
、
最
後
の

戦
略
と
し
て
間
違
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
焦
っ
て
判
断

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
時
の
不
安
に
駆
ら
れ
て

早
々
に
ラ
ン
ク
を
落
と
す
の

は
、
自
身
の
可
能
性
を
閉
ざ

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。最
後
ま
で
粘
り
、

「
こ
の
高
校
で
頑
張
り
た
い
」

と
心
か
ら
思
え
る
学
校
へ
の

合
格
に
向
け
て
、
最
後
の
最

後
ま
で
挑
戦
を
続
け
る
姿
勢

が
大
切
で
す
。

　「
奇
跡
の
逆
転
合
格
」
は
、

気
持
ち
だ
け
で
出
来
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な

の
は
、具
体
的
な
作
戦
で
す
。

そ
の
第
一
歩
が
現
状
分
析
で

す
。
ま
ず
、
直
近
の
模
試
や

過
去
問
の
結
果
を
見
返
し

て
、自
分
が
「
何
が
原
因
で
、

ど
ん
な
問
題
で
点
数
を
落
と

し
て
い
る
の
か
」
を
徹
底
的

に
分
析
し
て
く
だ
さ
い
。

　
基
礎
知
識
の
不
足
に
よ
る

失
点
な
の
か
。
応
用
力
不
足

に
よ
る
失
点
な
の
か
。
ケ
ア

レ
ス
ミ
ス
に
よ
る
失
点
な
の

か
。
時
間
不
足
に
よ
る
失
点

「
最
後
の
山
場
」

今
こ
そ
ギ
ア
を
上
げ
る

奇
跡
の
逆
転
を
生
む

「
現
状
分
析
」

「
過
去
問
演
習
」
が

合
格
へ
の
最
短
ル
ー
ト

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
高
速
循
環
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① 朝型には、いつ切り替えましたか
② 冬休みの勉強方法を教えてください
③ �「ケアレスミス」をなくす方法は
④ どうすれば集中して勉強できますか
⑤ 試験日前夜はどう過ごしましたか

❶ �中3になってから。得意な科目の勉強だけを朝早くやって自
信をつけていました。　

❷ �冬期講習のテキストを信じて、とにかく全部解き切りました。
❸ �答えを書く前に、計算過程を指で追ってチェックするよう
にしています。

❹ �スマホを別の部屋に置いて、タイマーで45分勉強・15分休
憩のサイクルを守りました。　

❺ �当日の持ち物を完璧にセットし、自分が書いたまとめノー
トをざっと眺めて終了しました。

横浜高校　Ｔ.Ａくん　
（横浜市立軽井沢中学校出身）

❶ �早く起きる意識ではなく、早く寝る意識を冬休み頃から意
識していました！

❷ �受験の雰囲気をつかむために、冬休みは過去問を解いていま
した。

❸ �選択した回答について、自分なりの根拠を明確に持ってお
くことが大事だと思います。

❹ �小さな目標を設定してその都度ご褒美を決めておくことです！　
❺ �前夜は詰め込みすぎるのではなく、ただ早く寝ることを意
識していました！

横浜清風高校 １年　Ｔ.Ｊくん　
（横浜市立錦台中学校出身）

❶ �夜の方が集中できるので、朝型には切り替えませんでした。
❷ �過去問を解き、復習を怠りませんでした。
❸ �ケアレスミスは最後までなくすことはできませんでした。普
段から、ミスしやすい所を必ず見直すように心がけていま
した。

❹ �英単語を覚えるなど、今できることを重ねていけば、自然
と集中できるようになると思います。

❺ �いつも通り過ごし、少し早く寝ました。

拓殖大学第一高校 １年 Ｔさん　
（立川市立立川第八中学校出身）

❶ �部活を引退した７月頃から、少しずつ切り替えました。
❷ �毎日過去問を解いて、志望校の問題に慣れるようにしました。
❸ �自分の弱点傾向を見つけて、重点的に見直しをすることです。
❹ �塾の自習室や図書館など、静かな環境に身を置くことが大切
です。

❺ �音楽や軽い運動に時間を使い、リラックスできるようにしま
した。

淑徳巣鴨高校 １年 Ｏ・Ｔくん　
（豊島区立明豊中学校出身）

❶ �自分の生活スタイル的に朝型は向いていないので夜型のまま
でした。

❷ �塾に行ってとにかく復習をしました。
❸ �あらかじめ時間を区切って、途中で確認しながら問題を解
きました。

❹ �初めに音楽を聴いてやる気を出す！１つの単元が終わったら、
また聞き直す。

❺ �前夜にシミュレーションをしていました。

東京文華高校（旧 文華女子高校） ２年 Ｓ・Ｍさん　
（西東京市立保谷中学校出身）

❶ �私は夜型でしたので、無理に朝型に替えることはしませんで
した。

❷ �自分の弱点を見直し、漢字や英単語などの確認をルーティー
ン化しました。

❸ �何度も見直しをしました。見直す時間も考えて試験に臨んで
下さい。

❹ �イヤホンで音楽を聞きながら、自分の世界に没入できるよう
にしていました。

❺ �英語の確認だけして、いつもより早めに寝ました。

保善高校 １年 Ｒ・Ｏくん　
（千代田区立神田一橋中学校出身）

❶ �部活動で朝練があったので、もともと早寝早起きの習慣が
あり、引退後も継続していました。　

❷ �苦手なところを重点的に復習し、理解を深めました。
❸ �一番は、自分が考えた過程を残すといいと思います。他に、
見直しをすることも大切だと思います。

❹ �部活動で大会に向けて1回1回の練習を大切にして取り組ん
だので、それを勉強でも活かすようにしています。　

❺ �試験日前夜は、当日の流れの確認や準備、復習をしました。
普段通りに過ごすことが大事だと思います。

聖ヨゼフ学園高校 １年　Ｓ.Ｋさん　
（藤沢市立大庭中学校出身）

❶ �中学3年生の夏頃です。　
❷ �過去問を解き、間違えた問題は正しい解法を説明できるよう
復習しました。

❸ �問題を解くことと見直しすることをセットで行う習慣をつ
けるのがおすすめです。

❹ �タイマーを使って、勉強と休憩のメリハリをつけると良い
と思います。　

❺ �試験の持ち物を何度か確認し早めに就寝しました。

桐光学園高校 １年　Ｒ.Ｉさん　
（川崎市立宮前平中学校出身）

❶ �中2の冬ごろから朝5時には起床するようにしていました。　
❷ �とにかく過去問を解き、弱点の克服に努めました。
❸ �私はもともとケアレスミスが多かったので、見直しに時間
を当てれるよう短時間で解ききる練習をしていました。

❹ �時間管理を徹底的に行い、明確に勉強時間と休憩時間を分
けていました。　

❺ �軽い暗記のみを済ませて早めに就寝しました。

日本大学藤沢高校 １年　Ｈ.Kくん　
（厚木市立東名中学校出身）

先輩に聞いた受験生受験生へへののアドバイス!!アドバイス!!
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　受験当日の持ち物は、
　それ以外で受験当日に持っていって良かった、持っていけば良かったと先輩たちが感じたものを聞いてみました。参考にしてみてください。

受験票 筆記用具など 学校指定の持ち物をまず確認。

①寒さ対策グッズ（カイロ、上着など） ②腕時計 ③努力の証（ノート、問題集、参考書）①寒さ対策グッズ（カイロ、上着など） ②腕時計 ③努力の証（ノート、問題集、参考書）

⑤飲み物

④お守り

⑤飲み物

④お守り

「手が冷えないようにカイロも持って行きました。自分の体
調をみながら必要なものを選ぶと良いですよ！備えあれば
憂いなし」
　受験当日は寒い季節。会場は基本的に空調で適温に保た
れていますが、寒さを感じる場所にあたってしまうことも。
　そんな時ちょっと暖をとれるものを持っていくと良かった
という声が多く寄せられました。カイロ以外にもマフラー、
ベストなど、寒く感じたら身につけられるものなどが良さそ
うです。厚着になりすぎても、との声もあり、体温調整できる
よう脱ぎ着しやすい衣類や小物（手袋・カイロなど）がお勧め
です。

「時計、特に腕時計は持っていくべき
だと思います。腕から外して机の上に
置いておくと視界に入るので時間の
確認がしやすいです」
　試験会場によっては時計が遠く見え
にくい場所だったり、または無かったり
することもあります。「試験中の時間配
分や、余裕のある行動を行なうため」と
いう回答もありました。見やすい場所
に時計があれば、時間配分もしやすく
なります。

「使い込んだ問題集とノートを見ると、不安な気持ちが少し自信に
変わりました」
　緊張しがちな試験前に見ると「自分は今までこんなに勉強したん
だ！」と改めて実感でき、自信に繋がりましたという声が多く届きまし
た。自分の努力を形として分かるものがあると当日も落ち着けそう
です。

　「水分・糖分補給のために甘い紅茶など」という先輩の声がありました。寒く、
乾燥している時期なので、できれば温かい飲み物が良さそうです。

「マスク」「ポケットティッシュ」
「タオル」「鎮痛薬・腹痛薬」etc…

　合格祈願のお守り（お母さんが作ってくれたお守り）のほか、家族の
写真など。自分が持っていてリラックスできるもの、安心するものを。

先輩たちに聞きました先輩たちに聞きました 受験当日持っていって良かったモノ受験当日持っていって良かったモノ

受験生と保護者の

疑 問疑 問 に答える
専門家の先生がみなさんの
疑問・不安にズバリ回答！！

志
望
し
て
い
る
公
立
高
校
の
倍
率
が
２
倍
ぐ
ら
い
と
知
り
、
不

安
で
仕
方
な
い
で
す
。
合
格
は
厳
し
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
高

校
で
部
活
を
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
。

Ｑ１Ｑ１
模
試
の
偏
差
値
が
横
ば
い
で
す
。
基
礎
の
復
習
に
戻
る
べ
き
か
、

応
用
問
題
の
練
習
を
繰
り
返
す
か
、
い
ま
何
を
す
れ
ば
効
率
的

に
成
績
を
上
げ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ３Ｑ３模
試
の
偏
差
値
が
横

ば
い
の
時
期
は
、
努
力

が
報
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
、
焦
り
や
不
安
が
最
も
大
き

く
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
「
停
滞
」
で
は

な
く
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む

た
め
の
「
基
礎
固
め
の
完
成
期
」

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

成
績
を
効
率
的
に
伸
ば
し
、

偏
差
値
を
一
段
階
引
き
上
げ
る

た
め
の
鍵
は
、「
基
礎
の
徹
底
」

と
「
問
題
の
パ
タ
ー
ン
分
析
」

に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
闇や

み
く
も雲
に

応
用
問
題
に
手
を
出
す
前
に
、

土
台
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
最

短
ル
ー
ト
で
す
。

　
偏
差
値
が
伸
び
悩
む
と
応
用

問
題
へ
の
対
応
に
目
が
向
き
が

ち
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
に
入
試
で
出
さ
れ
る
問
題
の

ほ
と
ん
ど
は
教
科
書
レ
ベ
ル
の

基
礎
知
識
と
基
本
的
な
計
算
力

や
読
解
力
で
解
け
る
問
題
で
す
。

　
数
学
で
あ
れ
ば
、
複
雑
な
応

用
問
題
に
長
い
時
間
を
か
け
る

よ
り
、
計
算
ミ
ス
を
ゼ
ロ
に
す

る
練
習
に
時
間
を
か
け
る
方
が
、

は
る
か
に
得
点
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
英
語
で
あ
れ
ば
、
難
し
い
長

文
を
読
む
よ
り
、
頻
出
単
語
と

基
本
文
法
を
完
璧
に
暗
記
し
、

取
り
こ
ぼ
し
を
な
く
す
方
が
効

率
的
で
す
。

　
基
礎
の
復
習
と
は
「
簡
単
な
問

題
を
繰
り
返
す
こ
と
」で
は
な
く
、

「
絶
対
に
落
と
さ
な
い
問
題
」
を

１
問
で
も
増
や
す
た
め
の
作
業
だ

と
捉
え
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　
模
試
や
過
去
問
で
間
違
え
た

問
題
は
「
な
ぜ
間
違
え
た
の
か
」

を
パ
タ
ー
ン
に
分
け
て
分
析
し
、

今
後
の
学
習
に
活
か
し
ま
し
ょ

う
。
単
純
に
知
識
が
足
り
な
か

っ
た
の
か
、
理
解
が
不
十
分
だ

っ
た
の
か
、
不
注
意
に
よ
る
ミ

ス
だ
っ
た
の
か
。
原
因
に
よ
り

対
策
は
異
な
り
ま
す
。

　
偏
差
値
は
基
礎
を
強
化
す
る

こ
と
で
確
実
に
上
が
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
応
用
力
を
つ
け

れ
ば
飛
躍
的
に
上
が
り
ま
す
。

そ
の
時
期
は
必
ず
訪
れ
ま
す
。

私
立
ま
で
１
か
月
半
、
公
立
ま
で
２
か
月
半
と
迫
り
、
や
る
こ
と
が
山

積
み
で
パ
ニ
ッ
ク
で
す
。
過
去
問
、
苦
手
単
元
の
復
習
、
理
・
社
の
一

問
一
答
な
ど
、
ど
れ
も
手
を
付
け
た
く
な
り
ま
す
が
、
時
間
が
足
り
ま

せ
ん
。
残
り
の
期
間
、
何
を
優
先
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？ 

Ｑ４Ｑ４

読
解
問
題
や
、
数
学
の
応
用
問

題
に
深
入
り
す
る
の
は
い
っ
た

ん
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

　
私
立
入
試
が
終
わ
り
公
立
入

試
ま
で
は
「
得
点
の
高
い
問
題

の
対
策
」
に
力
を
入
れ
ま
し
ょ

う
。

　
過
去
問
や
模
試
の
結
果
を
見

て
、「
あ
と
少
し
で
解
け
た
は

ず
の
問
題
」
は
必
ず
復
習
し
て

お
き
ま
す
。
こ
の
作
業
は
得
点

ア
ッ
プ
に
直
結
し
ま
す
。

　
直
前
期
は「
完
璧
を
目
指
す
」

よ
り
も
「
取
れ
る
問
題
を
確
実

に
取
る
」
と
い
う
現
実
的
な
戦

略
が
重
要
で
す
。
難
問
を
解
く

よ
り
「
失
点
防
止
」
に
努
め
た

ほ
う
が
合
格
に
近
づ
き
ま
す
。

私
立
・
公
立
入
試
が

目
前
に
迫
り
、「
や
る

こ
と
が
山
積
み
で
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
状
況
、

受
験
生
に
と
っ
て
最
も
精
神
的

に
追
い
込
ま
れ
る
時
期
で
す

ね
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
誰

も
が
同
じ
よ
う
な
不
安
を
感
じ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
切
な
の
は
、
す
べ
て
に
手

を
出
そ
う
と
せ
ず
、
残
り
の
時

間
で
最
も
得
点
に
直
結
す
る
分

野
に
絞
り
込
ん
で
集
中
す
る
こ

と
で
す
。
残
り
の
期
間
を
い
く

つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
、

具
体
的
な
優
先
順
位
を
明
確
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
に
私
立
入
試
の
方
が
日

程
的
に
早
い
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
基
礎
力
の
総
点
検
と
、
失
点

を
防
ぐ
対
策
に
全
力
を
注
ぎ
ま

す
。

　
近
年
は
思
考
力
・
判
断
力
等

を
問
う
問
題
が
増
え
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
前
提
と

な
る
の
は
や
は
り
基
礎
知
識
で

す
。

　
そ
う
考
え
れ
ば
、
用
語
な
ど

の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
理
科
や

社
会
は
「
や
れ
ば
や
る
だ
け
点

に
な
る
」
得
点
源
で
す
。
英
語

や
国
語
の
単
語
、
熟
語
、
漢
字

な
ど
も
同
様
で
す
。

　
私
立
入
試
が
迫
っ
た
ら
、
時

間
を
か
け
て
も
急
に
は
成
果
が

出
に
く
い
国
語
・
英
語
の
長
文

受験に関するみなさんの疑問や不安を教えてください。
勉強法や志望校の選び方などをはじめ、受験で気になっていることなら何でも大丈夫！ 保護者の方の疑問もお寄せください。
※質問は紙面づくりの参考とさせていただくとともに、質問の一部を採用し、専門の先生が紙面やWEBページで回答します。
　質問者多数の場合は編集部で選考、また同一内容の質問の場合は編集部で文章を加工する場合もあります。あらかじめご了承ください。

◀専用フォームはこちら

入
試
本
番
で
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
、
実
力
が
発
揮
で
き
な
か
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
怖
い
で
す
。
今
か
ら
で
き
る
対
策
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ２Ｑ２

　
本
番
で
の
緊
張
や
焦
り
を
そ

の
場
で
リ
セ
ッ
ト
す
る
方
法

を
、
今
の
う
ち
か
ら
ル
ー
テ
ィ

ン
化
し
て
お
く
の
も
い
い
で
し

ょ
う
。

　

試
験
開
始
直
前
や
問
題
が
解

け
な
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
深
呼
吸
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
く
り
吸
っ
て
ゆ
っ
く
り
吐

く
と
心
拍
数
が
落
ち
着
き
、
脳

に
酸
素
が
送
ら
れ
て
冷
静
さ
を

取
り
戻
せ
る
と
い
い
ま
す
。

　
本
番
の
緊
張
は
、
あ
な
た
が

真
剣
に
、
そ
し
て
努
力
を
積
み

重
ね
て
き
た
証
で
す
。
緊
張
を

敵
と
見
な
す
の
で
は
な
く
「
最

高
の
集
中
力
を
発
揮
す
る
た
め

の
ス
イ
ッ
チ
」
だ
と
捉
え
ま
し

ょ
う
。

際
は
、
必
ず
本
番
と
同
じ
時
間

帯
、同
じ
休
憩
時
間
を
設
定
し
、

使
用
す
る
筆
記
用
具
も
本
番
と

同
じ
も
の
を
使
っ
て
み
る
、
な

ど
で
す
。

　
さ
ら
に
「
国
語
で
は
最
初
に

こ
の
大
問
か
ら
取
り
か
か
る
」

と
か
、「
開
始
３
分
以
内
で
全

問
題
に
一
通
り
目
を
通
し
て
か

ら
解
き
始
め
る
」
と
か
、
行
動

ル
ー
ル
を
決
め
て
お
き
、
普
段

の
問
題
演
習
で
も
そ
の
通
り
に

や
り
ま
す
。　
ル
ー
ル
を
決
め

て
、
そ
の
通
り
に
練
習
し
て
お

く
と
、
も
し
緊
張
で
思
考
が
停

止
し
て
も
、
体
が
次
の
行
動
を

覚
え
て
い
て
、
無
意
識
に
正
し

い
動
作
を
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
は
多
く
の
受
験

生
が
抱
え
る
、
最
も
切

実
な
悩
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ

れ
だ
け
真
剣
に
、
そ
し
て
真
面

目
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
証
拠

で
し
ょ
う
。

　
た
だ
、
人
は
適
度
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
っ
た
状
況
の
方

が
実
力
を
発
揮
し
や
す
い
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
緊
張

は
完
全
に
排
除
し
よ
う
と
せ

ず
、
上
手
く
付
き
合
っ
た
ほ
う

が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
本
番
で
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
ひ
と
つ
の

方
法
は
、
本
番
を
再
現
し
て
み

る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

　
た
と
え
ば
、
過
去
問
を
解
く

Ａ

低
合
格
点
が
分
か
れ
ば
、
現
在

の
自
分
の
成
績
と
比
較
し
て

く
だ
さ
い
。
ど
の
教
科
で
何
点

伸
ば
す
必
要
が
あ
る
か
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
不
安
を

「
や
る
べ
き
こ
と
」
に
変
え
て

く
だ
さ
い
。

　
「
こ
の
高
校
で
部
活
を
頑
張

り
た
い
」
と
い
う
強
い
目
標

は
、
受
験
勉
強
を
乗
り
切
る
最

高
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
ス
ラ
ン
プ
を
乗
り
越
え

る
力
、
辛
い
勉
強
を
続
け
る
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。
志
望
校

で
の
未
来
の
高
校
生
活
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
れ
を

目
の
前
の
参
考
書
に
向
か
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
く
だ

さ
い
。

が
っ
た
と
し
て
、
気
分
的
に
少

し
楽
に
な
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
試
験
問
題
へ
の
取
り
組
み

方
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。倍
率
よ
り
大
事
な
の
は
、

あ
な
た
が
合
格
に
必
要
な
点
数

を
取
れ
る
か
ど
う
か
な
の
で

す
。

　
合
否
を
分
け
る
の
は
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
基
礎
・
基
本
的

な
問
題
で
い
か
に
失
点
を
防
ぐ

か
で
す
。
漢
字
、
計
算
、
基
本

構
文
な
ど
、「
確
実
に
点
数
を

取
れ
る
問
題
」
を
徹
底
的
に
固

め
ま
し
ょ
う
。
基
礎
を
磐ば

ん

石じ
ゃ
くに

す
る
こ
と
が
、
合
格
へ
の
最
短

ル
ー
ト
で
す
。

　

過
去
数
年
分
の
入
試
デ
ー

タ
か
ら
、
合
格
者
平
均
点
や
最

志
望
校
の
倍
率
が
２

倍
と
知
っ
た
ら
焦
り
ま

す
ね
。
逃
げ
出
し
た
く
な
り
ま

す
。
で
す
が
、
ま
ず
冷
静
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
倍
率

は
合
否
を
直
接
決
め
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
倍
率
は
「
募
集
人
数
に
対
す

る
出
願
者
数
」
を
示
す
デ
ー
タ

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
合
否
を
決
め

る
の
は
、当
日
の
あ
な
た
の「
学

力
検
査
得
点
」と「
調
査
書（
内

申
点
）
得
点
」
で
す
。

　
倍
率
が
２
倍
だ
ろ
う
が
３
倍

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
あ

な
た
の
当
日
の
戦
い
方
や
、
そ

れ
ま
で
の
準
備
の
仕
方
は
変
わ

ら
な
い
は
ず
で
す
。
仮
に
２
倍

だ
っ
た
倍
率
が
１・
８
倍
に
下

ＡＡ

Ａ

★一年間ご愛読ありがとうございました。受験生の皆さんが志望校の合格に向けて全力を出しきれることを祈っています。（編集部）



よみうり進学メディア （4）
　
神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み

ら
い
局
は
、
11
月
15
日
、
令

和
７
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）

の
私
立
高
等
学
校
等
の
授
業

料
・
入
学
金
の
補
助
金
制
度

に
つ
い
て
の
情
報
を
更
新
し

ま
し
た
。

　
県
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
私
立
学
校
へ
の
進
学
を
諦

め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、「
高
等
学
校
等

就
学
支
援
金
」
や
「
学
費
補

助
金
」
な
ど
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度

は
、
世
帯
の
収
入
や
子
ど
も

の
人
数
な
ど
に
応
じ
て
、
授

業
料
や
入
学
金
の
一
部
ま
た

は
全
額
が
補
助
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
２
０
２
５
年
度
の
補
助
額

は
、
授
業
料
に
つ
い
て
は
年

収
約
７
５
０
万
円
未
満
（
多

子
世
帯
は
約
９
１
０
万
円
未

満
）
の
世
帯
に
対
し
て
最
大

４
６
８
，
０
０
０
円
、
入
学

金
に
つ
い
て
は
生
活
保
護
世

帯
お
よ
び
住
民
税
非
課
税
世

帯
（
年
収
約
２
７
０
万
円
未

満
）
に
対
し
て
最
大
２
１
１
，

０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川
県
で
は
２
０ 

２
５
年
度
よ
り
、
独
自
の
授

業
料
補
助
制
度
を
年
収
目
安

８
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
ま

で
拡
大
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
度

か
ら
は
国
の
就
学
支
援
金
制

度
に
お
い
て
、
年
収
制
限
が

撤
廃
さ
れ
、
す
べ
て
の
世
帯

に
年
間
１
１
８
，
８
０
０
円

の
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
国
の
就

学
支
援
金
制
度
と
県
の
学
費

補
助
金
を
併
用
す
る
こ
と
で
、

年
収
約
７
５
０
万
円
未
満
の

世
帯
で
は
授
業
料
が
実
質
無

償
化
さ
れ
、
多
子
世
帯
で
は

年
収
約
９
１
０
万
円
未
満
ま

で
実
質
無
償
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
高
校
入
学
後
に
、

学
校
を
通
じ
て
申
請
を
行
い

ま
す
。「
高
等
学
校
等
就
学
支

援
金
」、「
学
費
補
助
金
」
は

学
校
が
受
け
取
り
授
業
料
と

相
殺
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

学
校
に
よ
っ
て
は
、
い
っ
た

ん
授
業
料
を
納
め
後
日
返
還

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
返

還
の
時
期
や
方
法
に
つ
い
て

は
学
校
毎
に
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
学
校

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
は
、

私
立
高
校
向
け
の
上
乗
せ
支

援
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
が

撤
廃
さ
れ
、
年
収
制
限
な
く

す
べ
て
の
世
帯
が
年
間
最
大

４
５
７
，
０
０
０
円
ま
で
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

私
立
高
校
の
授
業
料
が
全
国

平
均
相
当
額
ま
で
実
質
無
償

化
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
こ

の
改
革
は
、
家
庭

の
経
済
状
況
に
関

わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
生
徒
が
私
立
高

校
を
選
択
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
私
立
学
校
に
通
う
生
徒
と

そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
大
き

な
助
け
と
な
る
制
度
で
す
。

経
済
的
な
理
由
で
私
立
学
校

を
諦
め
て
い
た
方
も
、
一
度

制
度
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
学
費
支
援
制

度
に
関
す
る
Ｑ

＆
Ａ

■
神
奈
川
県
Ｈ

Ｐ
、
私
立
学
校

学
費
支
援
制
度

の
ご
紹
介

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
の

私
立
高
校
無
償
化
の
拡
充

　
今
ま
で
が
ん
ば
っ
て
勉
強

し
て
き
た
こ
と
も
当
日
発
揮

で
き
な
け
れ
ば
台
無
し
だ
。

十
分
に
力
を
発
揮
す
る
た
め

に
大
切
な
こ
と
、
準
備
す
る

こ
と
を
ま
と
め
た
の
で
参
考

に
し
て
ほ
し
い
。

●
朝
型
に
切
り
替
え
る
。

　
試
験
開
始
は
朝
か
ら
。
夜

更
か
し
が
続
く
夜
型
の
生
活

リ
ズ
ム
だ
と
実
力
が
発
揮
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
試
験

前
は
早
寝
早
起
き
を
心
が
け

て
、
朝
型
の
生
活
リ
ズ
ム
に

切
り
替
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
体
調
管
理
が
重

要
。風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
、

外
出
し
た
ら
手
洗
い
う
が
い

を
欠
か
さ
ず
に
、
そ
れ
か
ら

身
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
よ
う
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
症
を
避
け
る
た

め
に
も
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
部
屋
の

換
気
な
ど
も
し
っ
か
り
行
う

よ
う
に
し
よ
う
。

●
志
望
校
ま
で
の
行
き
方
を

確
認
す
る
。

　
高
校
ま
で
の
交
通
手
段
は

必
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

電
車
な
ど
を
使
う
人
は
、

所
要
時
間
、
料
金
、
当
日
使

う
時
間
帯
の
時
刻
を
確
認
し

て
お
こ
う
。

　
そ
の
他
の
手
段
を
利
用
す

る
人
も
、
な
る
べ
く
一
度
は

学
校
ま
で
行
っ
て
み
て
、
所

要
時
間
や
ル
ー
ト
を
確
認
し

て
お
く
と
安
心
だ
。

●
試
験
前
日
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク

　
こ
こ
ま
で
来
た
ら
勉
強
は

も
う
大
丈
夫
な
は
ず
（
？
）。

軽
く
確
認
す
る
程
度
で
、
早

く
寝
る
よ
う
に
し
よ
う
。
あ

と
寝
る
前
に
は
、
必
ず
持
ち

物
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
。
下

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考

に
忘
れ
物
の
な
い
よ
う
に
し

よ
う
。　

●
そ
し
て
当
日
…

　
試
験
当
日
は
開
始
時
刻
の

３
時
間
前
に
は
起
き
る
と
良

い
だ
ろ
う
。
脳
は
、
起
床
か

ら
３
時
間
後
ぐ
ら
い
に
最
も

活
性
化
す
る
そ
う
だ
。
そ
れ

か
ら
朝
食
は
必
ず
食
べ
る
こ

と
。
た
だ
し
食
べ
す
ぎ
に
は

注
意
し
よ
う
。

　
会
場
に
は
１
時
間
く
ら
い

前
に
は
着
席
し
て
い
る
よ
う

に
余
裕
を
持
っ
て
家
を
出
よ

う
。

　
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
が
ん

ば
っ
て
来
た
キ
ミ
な
ら
大
丈

夫
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
心
が
け

て
試
験
に
臨
も
う
。　

受験票
WEB出願になり他校と
同じ体裁の場合もある
のでよく確認しよう。

�筆記用具
鉛筆は５本、消しゴム
も２個くらい持ってい
ると安心だ。鉛筆削り
も忘れずに。※受験校
によって異なるので確
認しよう。

弁当

上履き
受験校によって多少違
うことがあるので確認
しよう。

募集要項
�試験時間や、学校の電
話番号が書いてある。
不安に感じたら確認で
きるようにしておこう。

腕時計
�時計がない会場や、時
計が見えにくい場所に
あたることもあるかも
しれない。残り時間が
直ぐ分かるアナログ時
計がおススメだ。

お金
交通費分は確実に。も
し忘れ物があっても買
えるくらいあると良い。

交通系ＩＣカード
チャージも忘れずに。

ハンカチ・ティッシュ

生徒手帳

その他、高校から持っ
てくるように指定され
たもの。

神
奈
川
県
私
立
学
校

神
奈
川
県
私
立
学
校

学
費
支
援
制
度

学
費
支
援
制
度

受
験
直
前必

須！
確
認
事
項
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